
瀬田唐橋景観検討委員会
について

滋賀県大津土木事務所

道路計画課

石山 基

2011年（平成23年） 2月9日

滋賀地方講演会
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出典：

高橋美久二、境界を越え
る歴史学・橋と峠・勢多橋、
歴博 第108号、2001.9

（一部加筆）

宇治橋

瀬田唐橋

淀川

山崎橋
（現存しない）
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瀬田唐橋全体一般図

橋梁名 唐橋（からはし）

路線名 大津能登川長浜線

道路規格 第3種 第3級

交通量 （設計時）
自動車類 12,174台/12hr
自転車類1,110台/12hr、
歩行者3,066人/12hr

橋長 （大橋）172.0m （小橋）51.75m

支間長 （大橋）23.5+5@25.0+23.5m （小橋）3@17.25m

幅員 （大橋）14.0m （小橋）15.0m

大橋小橋
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擬宝珠

S54年に新造された擬宝珠

「瀬田唐橋」と刻印

江戸時代の擬宝珠





2009年12月3日 京都新聞

2010年2月25日 読売新聞

マスコミ報道



委員会設立に至った経過
年月日 経 過

平成21年11月12日
・瀬田唐橋の長寿命化のための塗替工事入札公告
・塗替工事の実施について、県のホームページで一般にも周知

・地元住民等から塗替色についての意見

平成21年11月30日
・「瀬田川流域観光協会」から要望書
塗替工事について、広く各方面の意見・要望を聴く場を設けて
再検討

平成21年12月2日
・塗替工事の入札は中止し、広く意見を聴いて橋の色を検討
していくことに決定

平成22年3月30日
・「瀬田の唐橋と周辺景観推進協議会」から意見書
高欄の木造化、間接照明の設置、「瀬田の唐橋」名板の設置、
検討会への参加等

平成22年4月21日
・「瀬田の唐橋塗装替え意見交換会」から要望書
木肌色へ塗替え、安全対策（照明）、唐橋銘の表記、高欄の
木造化（次回改修時）,早急な塗替え,周辺整備,今後の管理等

平成22年6月22日 第1回瀬田唐橋景観検討委員会開催



委員会の開催実績

第１回 6/22（火）

第２回 8/24（火）

第３回 10/18（月）

第４回 11/16（火）

第５回 1/13（木）



瀬田唐橋の歴史



出典：

滋賀県教育委員会、瀬田
川浚渫工事関連埋蔵文化
財発掘調査報告書Ⅱ、
1992.3

復
元
さ
れ
た
唐
橋
の
架
橋
方
向
復
元
図

瀬田川

石山側

瀬田側



『石山寺縁起絵巻』より

出典：石山寺縁起絵巻 大本山石山寺（平成八年八月）

石山寺縁起絵巻 第5巻第3段



瀬田夕照（近江八景、歌川広重画）

出典：大津市歴史博物館HP近江八景（保永堂・栄久堂板）」『近江八景（保永堂・栄久堂板）』より



「急がば回れ」
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東海道名所図会
寛政９年（1797年）



江戸時代の
架替

・唐橋は幕府により管理

・江戸時代15回の架替
（平均架替間隔約15年）

江戸時代出典：瀬田橋ノ沿革



明治時代の架替
明治時代に２回架替（明治８年、明治２８年）

出典：瀬田橋記念帖 銭高組（大正１３年（１９２４年））



大正１３年の架替（先代橋）

木造橋から、初めての鉄とコンクリートの永久橋へ
の架け替え（大正13年6月完成）



出典：錢高組、瀬田橋記念帖、大正13年（1924年）6月

大正１３年の架替（先代橋）



昭和３９年の大規模補修

昭和４９年頃撮影



瀬田唐橋架替対策委員会(S49)
委員長小西 一郎 京都大学教授 橋梁
委 員後藤 尚男 京都大学教授 橋梁
同 岡田 清 京都大学教授 橋梁
同 大森 健二 (財)建築研究協会 橋梁
同 高木 澄清 建設省地方道課長
同 渡辺 辰生 建設省近畿地方建設局長
同 寺師 英雄 水資源開発公団関西支社長
同 景山 春樹 京都国立博物館学芸部長 歴史
同 中江 憲三 滋賀日々新聞社長
同 西田 善一 滋賀県観光連盟副会長
同 井島 勉 京都美術館長 美術
同 諏訪 三郎 美しい湖国をつくる会
同 舍夷 成雄 滋賀県副知事

（当初委員）



竣工式：昭和54年7月23日
出典：小橋健一写真集「橋の探見録-2」
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桁かくし：塗装の劣化



昭和54年架替時の塗装色

鼻包工(桁かくし)高欄

7.5YR 8/2 7.5YR 6/4

橋体・沓

出典：昭和54年架替記録

参考 指定色

※映写機器、仕様により、実際の色合いとは若干異なる場合がある。

N 7.0

H22

「高欄、桁かくしの色は木造色とする。但し高欄と桁かく
しは同色のツートンカラーとし、桁かくしの色を強調する
ため高欄より濃いめとする。」（架替委員会議事録より）



クリーム色？



朱色の高欄

出典：石山寺縁起絵巻 大本山石山寺（平成八年八月）

石山寺縁起絵巻より 第5巻第3段



平安神宮前の橋（京都市）



木製高欄の事例
宇治橋



木製高欄の事例
渡月橋



歴史的名橋の継承に向けて

瀬田唐橋景観検討委員会瀬田唐橋景観検討委員会
の設立の設立
平成２２年６月２２日



瀬田唐橋景観検討委員会・目的

「委員会は、主要地方道大津能登川
長浜線・瀬田唐橋の補修事業に対し、
広く県民から意見を聴取し、意見を述べ
るとともに、短期および中長期の瀬田唐
橋の整備方針について提言することを
目的とする。」



瀬田唐橋景観検討委員会 委員

※50音順

氏 名 分 野 役 職

安土 吉昌 地域住民 瀬田の唐橋塗装替え意見交換会代表世話人

伊津野 和行 橋梁 立命館大学理工学部教授

大橋 松行 地方自治 滋賀県立大学人間文化学部教授

小笠原 俊明 行政 滋賀県土木交通部次長

川尻 恒久 観光事業 びわ湖大津観光協会専務理事

木村 至宏 歴史 成安造形大学近江学研究所所長

委員長
西川 幸治

都市景観 京都大学名誉教授

西本 梛枝 旅行作家

村田 省三 行政 大津市産業観光部長

守安 邦弘 行政 国土交通省琵琶湖河川事務所長

若山 義和 地域住民 瀬田の唐橋と周辺景観推進協議会代表幹事



瀬田唐橋景観検討委員会規約（案） 
 
 （名称） 
第１条 この委員会は、瀬田唐橋景観検討委員会（以下「委員会」という。）と称する。

 （目的） 
第２条 委員会は、主要地方道大津能登川長浜線・瀬田唐橋の補修事業に対し、広く県民

から意見を聴取し、意見を述べるとともに、短期および中長期の瀬田唐橋の整備方針に

ついて提言することを目的とする。 
 （事業） 
第３条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 
 (1) 瀬田唐橋の補修に関する調査、計画に関すること。 

 (2) 瀬田唐橋の短期的および中長期的な整備方針に関すること。 

 (3) その他、委員会の目的達成のために必要な事業。 
 （構成） 
第４条 委員会は、次の各号により構成する。 
(1) 委員会は、別表の委員により構成する。 

(2) 委員会は、必要に応じ、委員全員の同意により、あらたに委員を加えることができ

るものとする。 
 (3) 委員会には委員長を置き、委員の互選により定める。 

 (4) 委員長は、委員会を代表し、会議進行等の会務を総括する。 

瀬田唐橋景観検討委員会規約



 （運営） 
第５条 委員会は、次の各号により運営する。 
 (1) 委員会は必要に応じ、委員長が招集する。 

 (2) 委員がやむを得ず委員会に出席することが困難なときは、代理出席とすること 

  ができる。 

 (3) 委員会は必要に応じ、委員以外の関係者の出席を求めることができるものとする。 
 （任期） 
第６条 委員の任期は、委嘱の日から、平成２３年３月３１日までとする。 
 （事務局） 
第７条 委員会の事務局は、滋賀県大津土木事務所道路計画課に置く。 
 （補足） 
第８条 この規約に定めのない事項または疑義が生じた事項については、必要に応じて 
 協議の上、対応するものとする。 
   附 則 
 この規約は、平成２２年 月 日から施行する。 ６ 22



HP公開 滋賀県大津土木事務所

http://www.pref.shiga.jp/h/o-doboku/ 

瀬田唐橋景観検討委員会のページ

大津土木事務所トップページ



第１回

１．委員会規約説明
２．委員長選出
３．委員会のスケジュール
４．唐橋の歴史
５．住民意見の聴取方法

第１回

１．委員会規約説明
２．委員長選出
３．委員会のスケジュール
４．唐橋の歴史
５．住民意見の聴取方法

第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10/18

第4回
11/16

第5回
1/13



住民意見の聴取方法

規約第２条に基づき、

広く県民からの意見を聴取

方法

Ａ．意見発表

B.書面（メール等）による意見募集



(1)応募資格
県内にお住まいの方、勤務･通学されている方

(2)発表要項
①発表日時：平成22年8月24日（火）
②発表予定者数：最大6名（組）程度
応募された方が超える場合は、
幅広く意見がお聴きできるよう、
委員長および事務局で選考

A:意見発表



A:意見発表
(2)発表要項(続き)
③発表時間：5～10分程度
④発表形式：自由

(3) 応募方法：
当委員会事務局まで提出

(4) 募集期間：
平成22年6月25日(金) ～7月30日(金)

(事務局必着)



(5) ［意見提出用紙］：
A4サイズ1枚以内で記載
①［ご意見］
瀬田唐橋の整備について。
（短期的な補修、中長期的な整備のどちらでも可）
写真やイラスト等の貼付も可。
ただし、文字は1,600字以内。下記３点を含める
(ア)自分と唐橋との関係
(イ)自分の好きな唐橋の風景
(ウ)自分の求める唐橋の将来像

A:意見発表



(5) ［意見提出用紙］（続き）
②［氏名］（企業・団体の場合は、企業・団体名、
部署名及び担当者名、人数）

③［年齢］ ④ ［性別］ ⑤［郵便番号・住所］
⑥［電話番号］

(6) 提出方法：
必ず「瀬田唐橋に関する意見発表応募」と記載を
① 郵送または持参
② 電子メール

A:意見発表



(1)対象者：どなたでも可

(2)様式：自由
とりまとめの都合上、住所（市町村名）、年齢、
性別を明記
また、後日事務局より内容確認させていただく
場合がありますので、
氏名（企業・団体の場合は、その名称）
および連絡先（電話番号）をなるべく記入

Ｂ：書面（メール等）による意見



(3)受付期間：
平成22年6月25日(金) ～7月30日(金)
(事務局必着)

(4)提出方法：
必ず「瀬田唐橋に関する意見」と記載
①郵送または持参の場合
②電子メールの場合

Ｂ：書面（メール等）による意見



意見募集のPR
・「広報おおつ」



意見募集のPR

・大津土木事務所（県）HP
・県広告（新聞）

・ﾋﾞｼﾞﾀｰｽﾞﾋﾞｭｰﾛｰHP
・チラシ自治会回覧（瀬田南学区・晴嵐学区）

など



朝日新聞7月27日「橋に願いを」



第１回
１．委員会規約説明
２．委員長選出
３．委員会のスケジュール
４．唐橋の歴史
５．住民意見の聴取方法

第１回
１．委員会規約説明
２．委員長選出
３．委員会のスケジュール
４．唐橋の歴史
５．住民意見の聴取方法

第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10/18

第4回
11/16

第5回
1/13

第２回

１．意見発表と意見聴取の取りまとめ状況報告
２．唐橋の現状（現地視察）
３．唐橋の歴史に関する追加資料説明

第２回

１．意見発表と意見聴取の取りまとめ状況報告
２．唐橋の現状（現地視察）
３．唐橋の歴史に関する追加資料説明



意見の応募状況
１．募集期間

平成22年6月25日(金)～7月30日(金)
２．応募数

・発表者 ４組

・書面（メール等） 23件
３．意見の概要

「塗装塗替」、「耐震性」、「木造化」、「橋の拡幅」、
「照明設置」、「唐橋のあり方」、「その他唐橋に
関する整備」に関する意見が寄せられた。



意見の応募状況
記載
無し,
7人

女性,
2人

男性,
15人

50代,
2人

40代,
2人

30代,
1人

記載
無し,
5人

90代,
1人

70代,
3人 60代,

10人

記載
無し,
2人

県外,
5人

県内,
17人



地元高校生の意見発表



唐橋はどこにある？



第２回瀬田唐橋景観検討委員会

平成22年8月24日現地視察



第３回

１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第３回

１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10/18

第4回
11/16

第5回
1/13
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○落橋防止
構造設置

○変位制限
構造設置

○桁かかり
長の確保

○夜間照明
設置
（タイプ）

○橋名板設置
（名称、設置箇所、
デザイン）

・銘菓の開発
・唐橋音頭

・
・
・

○唐橋の架替
・右折車線設置 ・高欄の木造化
・歩道拡幅

○塗装の塗替え
（色）

○伸縮装置の修繕

・
・
・

短
期

中
長
期

唐橋本体 周辺整備等



第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10/18

第4回
11/16

第5回
1/13

第４回

１．整備方針について
２．提言内容の検討

第４回

１．整備方針について
２．提言内容の検討

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理



第４回「塗装色」

３案提示

【案１】木造色

【案２】木肌色 【案３】朱色



フォトモンタージュの作成
（木造色、木肌色、朱色）

【視点①】上流側から臨む唐橋（遠景）

 視点位置

視点①

視点② 

視点③

【視点②】下流側から臨
む唐橋（近景）

【視点③】通行者の視点



【案１】 木造色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点①上流側から臨む唐橋（遠景）



【案１】 木造色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③ 視点②下流側から臨む唐橋（近景）



 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点③通行者の視点

【案１】 木造色



【案２】 木肌色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点①上流側から臨む唐橋（遠景）



【案２】 木肌色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③ 視点②下流側から臨む唐橋（近景）



【案２】 木肌色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点③通行者の視点



【案３】 朱色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点①上流側から臨む唐橋（遠景）



【案３】 朱色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③ 視点②下流側から臨む唐橋（近景）



【案３】 朱色

 視点位置

視点① 

視点② 

視点③

視点③通行者の視点



第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10/18

第4回
11/16

第5回
1/13

第４回

１．整備方針について
２．提言内容の検討

第４回

１．整備方針について
２．提言内容の検討

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理



第1回
6/22

第2回
8/24

第3回
10月中

第4回
11月中

第5回
1/13

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第３回
１．唐橋の歴史・現状について追加説明
２．景観に関わる法令について
３．意見および整備内容の整理

第４回
１．整備方針について
２．提言内容の検討

第４回
１．整備方針について
２．提言内容の検討

第５回

１．短期の具体的整備内容について
２．提言内容の検討（提言とりまとめ）

第５回

１．短期の具体的整備内容について
２．提言内容の検討（提言とりまとめ）



塗装色の選定

決定色：「唐」が決め手

第５回「塗装色」

木色系の中間色についてフォトモンタージュを追加し、

最終審議。 ６案作成

木色系の中間色についてフォトモンタージュを追加し、

最終審議。 ６案作成



第１案 第２案 第３案 第４案 第５案 第６案

色 名 前回案１
現況の塗装
色

中間色(イ) 中間色(ロ) 中間色(ハ) 前回案２ －

高欄色

白木をイ
メージした
色

前回案１と案
２の中間色

前回案１と案
２の中間色

前回案１と案
２の中間色

濃い木色をイ
メージした色

前回案２
より濃い色

桁かく
し色

色の比較案について



下流側から望む唐橋

第１案 （前回案１） 第２案 中間色（イ） 第３案 中間色（ロ）

第４案 中間色（ハ） 第５案 （前回案２） 第６案



【第１案 （前回案1）】
現況の塗装色



【第２案 中間色（イ）】



【第３案 中間色（ロ） 】



【第４案 中間色（ハ） 】



【第５案 （前回案２）】



【第６案】



通行者の視点

第１案 （前回案１） 第２案 中間色（イ） 第３案 中間色（ロ）

第４案 中間色（ハ） 第５案 （前回案２） 第６案



【第１案 （前回案１）】
現況の塗装色



【第２案 中間色（イ）】



【第３案 中間色（ロ） 】



【第４案 中間色（ハ） 】



【第５案 （前回案２）】



【第６案】



86

第１案 第２案 第３案

色 名 前回案１
(現況の塗装色)

中間色(イ) 中間色(ロ)

和名 木造色
丁子色

（ちょうじいろ）

枯草色
（かれくさいろ）

サン
プル

第４案 第５案 第６案

色 名
中間色(ハ) 前回案２ －

和名
山吹茶

（やまぶきちゃ）
木肌色

唐茶
（からちゃ）

サン
プル

色の比較案と和名



決定色



2011年1月14日 朝日新聞（社会面）

1月14日新聞報道

・朝日（滋賀版）
瀬田の唐橋「茶色」へ
間とって「大人の決着」

・読売（滋賀版）
「瀬田の唐橋」木肌色に

・日経（京滋面）
瀬田唐橋 塗り替え色
「唐茶色」に

・京都
瀬田唐橋「唐茶」基調に



提言とりまとめ

塗装の塗り替え

伸縮装置の修繕

橋名板の設置

落橋防止システム（落橋防止構造の設置）

夜間照明の設置

短期の具体的整備内容



高欄の木造化
宇治橋の事例



夜間照明

設置イメージ



橋名板



提言とりまとめ

短期の整備が困難であるもの

・・・架替時に実現されることが望まれる
（右折車線設置、歩道拡幅、変位制限構造、桁かかり長の確保）

架替・・・地域の意見、社会情勢の変化、道路網に

おける唐橋の役割を考慮しつつ、

景観性、安全性、維持管理手法に配慮した

検討が必要

中長期の整備方針



提言とりまとめ

引き続き、地域住民、行政、学識経験者が

唐橋の将来について議論していく場が、

新たな形で設けられることが望まれる。

中長期の整備方針





提言書（２月１日提出）



まとめ

瀬田唐橋景観検討委員会を通じて・・・

情報提供がきっかけとなった議論の場

情報公開を伴った合意形成

相互理解の醸成

歴史的名橋をめぐる様々な知見の取得



ご清聴ありがとうございました。
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